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天
保
２
年
（
１
８
３
１
年
）
か
ら
続

き
、
今
年
で
１
９
３
回
目
を
数
え
る
神
事

「
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
」
が
１
月
13
日
か
ら

15
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
み
そ
ぎ
行
列
や
海
中
沐
浴
の
観
覧
席
設

置
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
物
販
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
人
の
行
修
者
は
13
日
の
「
参
籠
報
告

祭
」
か
ら
佐
女
川
神
社
に
籠
り
、
幾
度
と

な
く
水
垢
離
を
行
い
、
厳
し
い
鍛
錬
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

15
日
は
み
そ
ぎ
浜
に
大
勢
の
人
が
見
守

る
な
か
、
ご
神
体
を
抱
い
た
行
修
者
が
厳

寒
の
津
軽
海
峡
に
飛
び
込
み
、
ご
神
体
を

清
め
、
一
年
の
豊
漁
豊
作
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
行
修
者
は
佐
女
川
神
社
に
戻

り
、
み
そ
ぎ
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
報

告
す
る
「
本
祭
」
を
行
い
、
今
年
の
「
み

そ
ぎ
祭
り
」
は
終
了
し
ま
し
た
。
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別　当 稲　荷 山の神 弁財天

田澤　宏基さん 木水　拓海さん 齊藤　　亘さん 平野　心太さん



4
2023.2.1

広報きこない

　令和４年分所得税及び復興特別所得税と令和５年度の町道民税の確定申告の受け付けを２月16日（木）
から３月15日（水）までの期間で、下記日程表のとおり行います。なお、所得税及び復興特別所得税の納
期限は３月15日（水）、消費税及び地方消費税の納期限は３月31日（金）となっていますので、忘れずに
申告をお願いします。
　次の「申告を必要としない方」を除き、課税となるか否かを問わず申告が必要です。特に、国民健康保
険加入者が申告を行わない場合、税額の軽減を受けられない場合がありますので、ご注意ください。
　なお、今年も確定申告書に個人番号の記載と確認書類が必要となります。
　　　　　　　　　　＜申　告　日　程　表＞ 

月　　日 地区別 会場 月　　日 地区別 会場

２
月

16 日（木） 釜谷 釜谷ゆうなぎ館

３
月

１日（水） 南本町

役場

17 日（金） 泉沢 泉沢生活改善センター ２日（木） 新道
20 日（月） 札苅・幸連 札苅みらい館 21 ３日（金） 新栄町21 日（火） 大平・港町・前浜

役場

６日（月）
22 日（水） ７日（火） 佐女川24 日（金） 下町・中央 ８日（水）

27 日（月） 寿町・上町
朝日町・いさりび団地

９日（木） 中野・鶴岡
10 日（金） 大川・建川・瓜谷

28 日（火） 睦会・緑町
花園・曙町

13 日（月）
～ 15 日（水） 全町

税務署での申告が必要な方
　○青色申告の方
　○土地、建物、株式などの譲渡所得や損失を申告する方
　○山林所得、配当所得のある方
　○初めて住宅借入金等特別控除を申告する方

申告を必要としない方
　１．勤務先で年末調整を受けた方で、控除に変更がない方。ただし、年末調整をしていない給与収入が
　　　ある方や複数の事業所から給与を受給している方は、必ず申告が必要です。
　２．税務署やe-Tax（インターネット電子申告）、税理士の関与により所得税の確定申告を済ませた方
　３．年金以外の収入が無く、年金から源泉所得税が天引きされていない方で、次のどちらかに該当する方
　　　ア　昭和33年１月１日以前生まれ（65歳以上）の方で、年金収入の合計が148万円以下の方
　　　イ　昭和33年１月２日以降生まれ（65歳未満）の方で、年金収入の合計が98万円以下の方　
　※上記の方や収入の無い方は、申告の必要がありませんが、役場税務課までお電話ください。

申告にもってくるもの
　○申請者の個人番号（マイナンバー）カードの写し又は、通知カードと顔写真付身分証明書の写し
　○給与所得や公的年金の源泉徴収票（私的年金等の場合は支払金額がわかるもの）
　○振込先口座のわかるもの（所得税が還付となる方）
　※下記控除に関する書類は対象となる方のみ必要となります。
　○社会保険料（国民年金保険料など）控除証明書
　○社会保険等の任意継続保険料領収書
　○生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
　○医療費控除明細書（※役場税務課窓口にて配布いたしますので必要な方はお越しください。）
　○医療費通知（医療保険者が発行する医療費の額等を通知する書類で必要な６項目が記載されたもの）
　○身体障害者手帳、障害者控除対象者認定書（健康管理センター発行のもの）

確定申告のお知らせ

平日８時30分から15時まで ※土・日・祝除く

～税務課からのお知らせ～
　申告や各種証明書の発行などで、やむを得ない理由により役場開庁時間帯に来庁できない場合、事前
にご連絡いただければ、閉庁後にも対応いたします。また、申告書の提出や証明書の発行は郵送でもで
きます。
■お問い合わせ　・所得税や消費税に関すること　　　　・町道民税に関すること
　　　　　　　　　函館税務署　☎0138－31－3171　　　　税務課税務グループ　☎01392－2－3131
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確定申告会場でマイナンバーカードの出張申請受付を行います！
　確定申告会場でマイナンバーカードの出張申請受付を下記のとおり行います。マイナポイント第２
弾の対象となる申請が令和５年２月末までに延長となりましたので、まだ申請されていない方はご検
討ください。
〇日時・場所　２月16日（木）　８：30～12：00　釜谷ゆうなぎ館
　　　　　　　２月17日（金）　８：30～12：00　泉沢生活改善センター
　　　　　　　２月20日（月）　８：30～12：00　札苅みらい館
〇持参するもの
マイナンバーカード申請……お手元に届いている申請書
　　　　　　　　　　　　　マイナンバーカードの受取を郵送希望される方は
　　　　　　　　　　　　　①免許証や保険証等の本人確認書類　②通知カード　もご持参ください
マイナポイント申込…………①マイナンバーカード　②暗証番号が記載された用紙
　　　　　　　　 　　　　  ③各種決済サービスのカードまたはアプリ
　　　　　　　　　　　　　④公金受取口座登録をする方は通帳かキャッシュカード
※以前からマイナンバーカードをお持ちの方も、マイナポイント申込の対象となります。詳しくは町　
　ホームページをご覧下さい。
■お問い合わせ　町民課住民グループ　☎01392－2－3131

後期高齢者医療・高額介護合算療養費について
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限
度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。
　対象者には、申請書を送付しますので、役場町民課で手続きをお願いします。
○　後期高齢者医療制度、または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○　支給額が500円以下の場合は支給されません。
♦自己負担限度額（年額：令和３年８月１日～令和４年７月31日)

区分 自己負担額の
合計の限度額

現役並み所得者
現役Ⅲ 212 万円
現役Ⅱ 141 万円
現役Ⅰ 67 万円

一定以上所得者 一般Ⅱ 56 万円一般 一般Ⅰ

住民税非課税世帯 区分Ⅱ 31 万円
区分Ⅰ 19 万円

■お問い合わせ
　北海道後期高齢者医療広域連合　☎011－290－5601
　町民課住民グループ　　　　　　☎01392－2－3131
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戦没者等のご遺族の皆様へ
　第11回特別弔慰金の請求期限は３月31日（金）までです。
　請求期限を過ぎると、特別弔慰金を受ける権利が無くなりますので、お早めにご請求ください。
〇支給対象者
　令和２年４月１日において、「恩給による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺
族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お
一人に支給します。
○戦没者等の死亡当時のご遺族で
１）令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２）戦没者等の子
３）戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を満たしているかどうかにより、順番が
　　　入れ替わります。
４）上記１～３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　　※戦没者等の死亡当時までに引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。
○留意事項
　特別弔慰金は、ご遺族を代表するお一人が受け取るものです。ご遺族間の調整は弔慰金を受け取っ
た方が責任をもって行うことになります。
■お問い合わせ・請求窓口
　町民課住民グループ　☎01392－2－3131

生ごみの水切りにご協力ください
　家庭から出る生ごみの約80％は水分で、生ごみの水切りを行うことで、重量の約10％を減らすこと
ができるとされています。重量が減ることで焼却にかかる時間も少なくなり、焼却に係る費用や二酸
化炭素の排出を抑制することもできます。

　ポイントは「乾かす・絞る・濡らさない」の３つです。

１．乾かす
　お茶がらやコーヒーがら、ティーバッグ、野菜の皮やヘタなどは、
乾かしてからごみに出しましょう。

２．絞る
　三角コーナーから水切り袋を取り出したら、市販の水切り器などを
使ってひと絞りしてからごみに出しましょう。

３．濡らさない
　野菜の皮やヘタなどの乾いた調理ごみは、水分を含んだものとは別にしましょう。
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木古内町農業委員候補者を募集します
　令和５年７月19日をもって、木古内町農業委員の任期が満了することから、「農業委員会法等に関

する法律」に基づき、新たな農業委員を下記のとおり募集します。

１．募集内容

　職　　名：木古内町農業委員会の農業委員

　募集定員：10名

　委員任期：令和５年７月20日から令和８年７月19日まで（３年間）

２．募集方法

　⑴　町内の農業者による推薦

　⑵　農業者が組織する団体等からの推薦

　⑶　一般募集（応募）

３．業務内容

　農地の権利移動や転用に係る許認可業務及び担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防

止・解消、新規就農の促進等に伴う現地での調査、指導及び監視業務等

４．推薦及び応募資格

　⑴　木古内町が設置する他の附属機関等の委員でない者

　⑵　木古内町の職員でない者

５．推薦及び応募受付期間　

　令和５年２月１日（水）から令和５年２月28日（火）まで

　※応募状況については、応募期間中及び期間終了後遅滞なく、木古内町ホームページ等により公開

　　いたします。

６．提出書類及び提出方法

　　［提出書類］

　　　　⑴　推薦の場合　　木古内町農業委員会委員候補者推薦書（別記様式第１号）

　　　　⑵　応募の場合　　木古内町農業委員会委員候補者応募申込書（別記様式第２号）

　　［提出方法］　郵便又は持参により農業委員会事務局へ提出してください。

　　　　※「推薦書」・「応募申込書」は、農業委員会事務局の窓口にて配布しています。また、町

　　　　　ホームページからもダウンロードできます。

７．その他

　推薦及び応募者が定数を超えた場合は、関係者からの意見聴取などを実施し、その意見を町長に報

告して、委員候補者を決定後、議会の同意を得たうえで農業委員を選任いたします。

　なお、法律により農業委員の構成については、利害関係のない者を１人以上及び認定農業者を過半

数選任することとなっています。

■お問い合わせ

　木古内町農業委員会　木古内町産業会館２Ｆ

　☎01392－2－3131（内線　237）　　FAX 01392－2－3622
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新函館農業協同組合　木古内支店　閉店のお知らせ
　２月１日（水）より知内支店内に木古内支店業務を移行させていただきますが「店名・店番号・
お客様の口座番号」の変更はございません。また、週２回ですが旧木古内支店駐車場にて移動金融
車（愛称ＪＡライナー）を下記のとおり営業いたします。
　ご利用されているお客様には、ご不便をおかけいたしますがよろしくお願い申し上げます。

※毎週水曜日の時間が変更となっております。ご了承下さい。
　融資・共済事業につきましては、知内支店取扱いとなりますので各担当窓口をご利用願います。 

※

■お問い合わせ先 新函館農業協同組合　知内支店
知内町字重内66番地の102　☎01392－5－5511

○移動金融車（ＪＡライナー）営業日程

営 業 日

毎週水曜日

毎週金曜日

９：00～11：00

営 業 時 間 場　　所

○木古内ＡＴＭコーナー

営 業 日 営 業 時 間 場　　所

旧木古内支店駐車場 平　日
（土日祝日は営業
していません）

9：00～17：00 （旧木古内支店内）
旧木古内支店駐車場

９：30～11：30

12：30～14：30

普段、お仕事をしながら、地域を守り、地域住民の手助けをするのが消防団や婦人消防隊です。

木古内消防団・木古内婦人消防隊は私達と一緒に活動してくれる
多くの仲間を求めています。

木古内消防団・木古内婦人消防隊は私達と一緒に活動してくれる
多くの仲間を求めています。

消防団員・婦人消防隊員を募集 !!消防団員・婦人消防隊員を募集 !!

報酬等　　出勤に応じ定められた額を支給します
被　服　　制服、活動服など無償で貸与します
保　険　　怪我や病気に備えて保険に加入します

消防団について詳しく知りたい方は
お気軽にご連絡ください。

木古内消防団
木古内婦人消防隊

〒049－0412　
上磯郡木古内町字大平27番地11
（木古内消防署内）
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広報版「防災きこない」 ～ご家庭でできる停電への備え～
　地震や暴風雪などの自然災害では、大規模な停電が発生することがあります。昨年（2022年）12月
には道東の紋別市で、低気圧の影響で記録的な大雪となり、倒木が原因で大規模停電が発生、全面復
旧までおよそ２日半かかりました。
　日常生活で多くの電化製品を使用している私たちにとって、停電時の電力の確保は大きな課題です。
特に災害時には、安否確認や災害情報を入手する手段としてスマートフォンやテレビのほか、季節に
よっては熱中症や防寒対策のための冷暖房器具の使用に電力の確保が必要となります。
　また、自家用車があれば、テレビやラジオでの情報収集、スマートフォンの充電ができるほか、エ
アコンでの暑さ寒さ対策も可能です。燃料が半分程度になったら、早めの給油を心掛けましょう。
　災害の状況によっては停電の復旧までに時間がかかることも想定されますので、平時からご家庭に
おける停電対策を検討しておきましょう。
　災害はいつ起こるか分かりません。日頃からの備えを大切にし、万が一災害が発生した場合にも落
ち着いて行動できるよう準備をしておきましょう。
○停電に備えて用意しておくもの
　□携帯ラジオ　　　　　　　　　　　　　□懐中電灯・ろうそく・ランタン
　□カセットコンロ・ガスボンベ　　　　　□ポータブルストーブ（電池式）
　□乾電池　　　　　　　　　　　　　　　□携帯電話用モバイルバッテリー
　□季節に応じた対策グッズ（防寒具等）　□非常食・飲料水等
※詳しくはハザードマップの11ページ「非常持出品・非常備蓄品を備えよう」  
　をご参照下さい。
■お問い合わせ　総務課総務財政グループ　☎01392－2－3131

屋根からの落氷雪事故防止などのお願い
　毎年、冬になりますと、沿道建物等からの落氷雪による死傷事故が多く発生しています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通行を円滑にし、事故を無
くするため、特に、次のことに注意するようにお願いいたします。
■落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等については、雪止めを設置するようにしてくださ

い。
■既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等の錆、老朽化等による破損が原因で落氷雪事

故が発生することもあるため、必ず点検し、破損等が発見された際は早急に修繕するようにしてく
ださい。

■落氷雪事故は、気温がマイナス３からプラス３程度のときに発生しやすいという特徴があるため、 
早めに除雪するとともに、除雪の際には必ず複数人で行い、歩行者や遊んでいる子供等に十分注意
するようにしてください。

■落氷雪があった場合は、直ちに負傷者がいないか確認するとともに、歩行者等の通行の支障になら
ないように、直ちに除去してください。

■交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないようにして
ください。

■軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにしてください。
■ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、早めに付着した氷雪の除去

を行うようにしてください。
　また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

北海道開発局・北海道・北海道警察
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地域安全ニュース
 （Ｒ４  12／１～12／３1の事件・事故など）

■お問い合わせ
木古内町防犯協会（役場内）
☎01392－２－3131
木古内警察署
☎01392－２－4110

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

　

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

　

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

　

冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正
面

衝
突
や
路
外
逸
脱
な
ど
の
交
通
事
故
や

追
突
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
特
に
日
陰

や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
は
日

中
で
も
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
道
路
状
況
に
合
わ

せ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

○
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転

　

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
渋
滞
が
発
生
し
、
目
的
地
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
目

的
地
ま
で
の
道
路
状
況
や
天
候
を
確
認
し
て
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

○
交
差
点
の
死
角
に
注
意

　

道
路
脇
に
は
、
雪
山
が
で
き
て
見
通
し
が
悪
く
な
り
ま

す
。
交
差
点
を
通
過
す
る
際
は
、
「
車
が
来
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
」
、
「
歩
行
者
が
横
断
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
予
測
し
て
、
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
悪
天
候
に
注
意

　

吹
雪
や
大
雪
時
の
運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り

や
視
界
不
良
に
よ
る
立
ち
往
生
等
の
危
険
が

伴
い
、
命
を
落
と
す
結
果
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き

は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
し
、
万
が
一

に
備
え
て
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
等
を
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

　

○
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　

急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急

ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の

つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
な

ど
の
交
通
事
故
に
繋
が
り
大
変

危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

違
法
・
迷
惑
駐
車
防
止

　
～
や
め
ま
し
ょ
う
　
み
ん
な
が
困
る
　
迷
惑
駐
車
～

　

○
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に
な
り
ま
す

　

違
法
駐
車
が
あ
る
と
、
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
上
駐
車
は
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
ま
す
。

　

○
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す

　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
通
行
す
る
車
両
や
歩
行

者
の
見
通
し
を
妨
げ
、
交
差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

○
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す

　

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
、
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

○
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す

　

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐
車
車
両
の
直
前
直
後
か

ら
の
幼
児
・
児
童
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

○
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
ま
す

　

違
法
駐
車
が
除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住
民
に
迷

惑
を
か
け
、
生
活
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
啓
発
強
化

　

政
府
で
は
、
毎
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
間

を
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
と
し
て
お
り
、
道
警
に

お
い
て
も
、
同
期
間
中
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
広
報
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
自
分
自
身
で
し
っ
か
り
管

理
す
る

　

○
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）
や
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の
状
態
に
し
て
お
く

　

○
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
等
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
や
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
開
か
な
い

　

○
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買
物
で
は
、
そ
の
サ
イ

ト
が
本
物
か
ど
う
か
よ
く
確
認
す
る

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
一
つ
の
対
策
を
講
ず
れ

ば
大
丈
夫
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
機
意
識
を

持
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
◎
主
な
事
件
・
事
故
関
係

　

な
し

◎
交
通
事
故
関
係

　

■
物
損
事
故　

27
件

　

■
人
身
事
故　

０
件

　

○
木
古
内
町　

16
件

　

○
知
内
町　
　

11
件

　
　

内
訳　

車
×
車
12
件　
　
　

車
単
独
15
件



11
2023.2.1

広報きこない

　　　　無料職業紹介所よりお知らせ無料職業紹介所よりお知らせ　　２月の求人情報２月の求人情報
　木古内町無料職業紹介所は、渡島西部通年雇用促進支援協議会と連携し、町内の雇用促進活動を行っています。
その活動の一環として、登録している企業の求人情報を掲載しています。求人情報は町のホームページ、木古内町
役場庁舎内にも掲示しています。

株式会社手塚産業

所在地 字瓜谷 122
職種 重機オペレーター 土木作業員 土木施工管理技士

賃金（月給） 207,000 ～ 289,800 円 175,950 ～ 269,100 円 300,000 ～ 400,000 円
就業場所 函館市、北斗市、木古内町
雇用形態 正社員又は非正社員 正社員
採用人数 ２名 ２名 ２名

免許資格
車両系建設機械運転者

大型特殊免許
大型自動車免許

普通自動車免許 土木施工管理技士
建設機械施工技士

年齢 年齢不問
連絡先 01392－２－4740
休日 土、日

有限会社 信貴

所在地 字木古内25－13
職種 土木作業員

賃金（月給） 200,000 ～
320,000 円

172,000 ～
216,000 円

就業場所 函館市及び近郊
雇用形態 正社員 非常勤職員
採用人数 ５名 ５名
免許資格 普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－4481
休日 土、日

株式会社　杉の木ケアサービス

就業場所 グループホーム杉の木 小規模多機能型居宅介護施設さくら
所在地 字本町704 字木古内186－10字木古内186－10
職種 介護職員 介護職員

賃金（月給） 169,000 円～ 162,000 円～
雇用形態 正社員 正社員
採用人数 １名 １名
免許資格 普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－6－7072
休日 ４週８休（不定休）

その他 夜勤手当 １回8, 000円 夜勤手当 １回6, 000円

特別養護老人ホームいさりび

所在地 字本町 704
職種 通所職員（介護職・看護職問わず）

賃金（月給） 175,100円～
雇用形態 会計年度任用職員
採用人数 １名
免許資格 介護職：不問・看護職：准看・正看

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－5700
休日 日曜定休シフト制

その他
  ①介護職員は支援金貸付制度あり
  ②看護職員は看護業務のほか介護業務あり
  上記内容や条件等詳しくは問合せ下さい。

きこない美裕温泉のとや

所在地 字大平20－2
職種 ホール 朝食係

賃金（時給） 920円 920円
雇用形態 パート パート
採用人数 数名 １名

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－4055
休日 週１～２日

勤務時間 シフト制 5時30分～9時

セイコーマート

就業場所 木古内店 木古内泉沢店
所在地 字本町328－2 泉沢68－1
職種 売場・調理 売場

賃金（時給） 930円
年齢 年齢不問

連絡先 0120－104－224

勤務時間
5時45分～22時の間で

応相談、シフト制
社会保険加入ＯＫ

木古内町社会福祉協議会

所在地 字本町150－１
職種 ホームヘルパー（臨時ヘルパー又は登録ヘルパー）

賃金（時給） 1,000円
採用人数 １名

免許資格 介護職員初任者研修修了者又は介護福祉士、
普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－2780
休日 シフト制

パチンコ・スロット　パーラーエース

所在地 字新道 45-29
職種 遊技業

雇用形態 パート・アルバイト
賃金（時給） 950円

採用人数 数名
年齢 年齢不問

連絡先 01392－2－4677
休日 応相談・シフト制

勤務時間 9時30分～23時00分の間

ȁȁȁ̤࿚̵̞ࣣͩ
ॲުࠐफهକॲ੸ࢥΈσȜί
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ね ん き ん Vol.455
年金に関するお問い合わせは
■函館年金事務所　☎0138－56－1165
■町民課住民グループ　☎01392－2－3131

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の電子送付サービスを開始しました

　ｅ－Ｔａｘでの確定申告等が簡単に利用できるように「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
の電子データをマイナポータルの「お知らせ」で受け取ることができる電子送付サービスを開始しまし
た。令和５年１月からは、受け取った電子データを国税庁の提供するｅ－Ｔａｘ等に取り込むことがで
き、簡単に確定申告や年末調整ができます。
　詳しくはマイナポータルや日本年金機構のホームページをご確認ください。

健康管理センターだより
６５歳を過ぎたら、 ワクチン接種で肺炎予防をしよう

　記：保健師　福井　佐緒梨

　65歳以上の方！肺炎球菌ワクチン接種はお済み
ですか？肺炎で亡くなる方のうち約９割以上が65
歳以上の方です。肺炎を予防するためには、その
原因菌である肺炎球菌ワクチンの接種が有効です。

肺炎とは？どうやって感染するの？

　肺炎とは、細菌やウイルス等が体の中に入り込
んで、肺に炎症が起こる状態のことをいいます。
成人が日常でかかる肺炎の原因菌として最も多い
のが「肺炎球菌」です。季節を問わず、抵抗力が
弱まった時にかかりやすく、普段元気な方でも持
病の悪化や体調の変化などがきっかけとなりかか
る場合があります。特に高齢の方は急激に重症化
し、命に関わる危険性もあるため注意が必要です。

高齢者「肺
はい

炎
えん

球
きゅう

菌
きん

ワクチン」とは？

　「肺炎球菌」による肺炎を予防し、重症化を防
ぐワクチンです。接種後３週間程で免疫ができ、
約５年間効果が続くといわれています。対象者や
接種内容等は右記のとおりです。

【対象者】木古内町に住所のある方で、過去に高
齢者肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌ワクチン）
を受けたことがなく、接種日の年齢が次に該当す
る方。
（１）満65歳以上の方
（２）満60～65歳未満で身体障害者手帳１級を所
　　　持している方
【期　間】令和５年３月末まで
【費　用】自己負担1, 000円
※生活保護受給者は無料。事前に役場町民課で
「接種費用全額助成券」の発行を受けてください。
【回　数】１回のみ（毎年接種の必要はなし）
【接種医療機関】下記の町内医療機関２ヵ所で接
種することができます。直接医療機関に事前に予
約し、接種してください。
おおえ内科消化器科　☎２－６０８０
木古内町国保病院　　☎２－４８９５

　特に冬の時期は空気が乾燥し、風邪やインフル
エンザ等にかかりやすい時期です。ワクチンと合
わせて、普段から肺炎に負けない体づくりを心が
けましょう！
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■このページに関するお問い合わせ
　生涯学習課社会教育グループ　☎01392－2－2224

Activity
Sports

＆ 教育インフォメ～ション

はたちのつどい

　令和５年はたちのつどいが１月３日（火）に中央公民館で挙
行され17名が出席しました。
　昨年度と同様、感染症対策のため来賓・来場者の人数制限や
式典内容を縮小して式典を執り行いました。
　鈴木町長は「夢は小さくても、大きくても関係ない。一生懸
命な姿に人は感動する。いつまでも皆さんを応援しています」
と激励の式辞を述べました。続いて、又地議長から「人生百年
時代です。皆さんには大きな未来があります。強健な心身を養
い、自ら考え行動する、たくましい社会人になって下さい」と
祝辞がありました。
　はたちのつどい実行委員長の又地史也さんからは「自覚と責
任を強く持ち、郷土木古内町を想いながら成長していきたい」
と力強い謝辞を述べ式典が終了しました。

　終了後の記念撮影では、久しぶりの同級生との再会もあり笑
顔で思い出話に花を咲かせていました。

キッズトライスポーツでダンス教室を行いました

　12月21日（水）にスポーツセンターにおいてキッズトライスポー
ツを実施し８名が参加しました。
　今回は「ＪＯＹＦＩＴ24ＬＩＴＥ函館海岸町」から大野真由氏
を講師に招き、ダンス教室を行いました。参加した子どもたちは、
様々なテンポの音楽にあわせ、ステップや振り付けに挑戦し一生懸
命取り組んでいました。

ジュニアスキー教室でレベルアップ！

　１月７日（土）、８日（日）の２日間、ふるさとの森スキー場において26名の児童を迎え、ジュニア
スキー教室を実施しました。
　スキー板をつけた状態で
の歩き方やリフトの乗り
方、上手な滑り方などそれ
ぞれのレベルに合わせて講
師より指導を受けました。
　参加した児童は学校のス
キー授業においても学んだ
成果を存分に発揮していま
した。
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　渡島総合振興局は１月10日～13日、木古内町
と函館市で公共交通機関のＰＲ活動を行いまし
た。この活動は初めて実施され、渡島管内にあ
るJR北海道、函館バス、道南いさりび鉄道の
３事業者が新型コロナウイルス感染症で需要が
減少していることから、需要回復を図るために
行われたものです。木古内町では商業施設の店
内でアンケート調査を実施し、アンケートに答
えた方にＰＲグッズの配布を行いました。

森と人を育てるコンクール

森林の整備・保全の推進や森林づくりに尽力されました17
１月

　適切な森林管理を実践し、模範となる優良林分を育
てる森林所有者を評価、表彰し、林業技術の向上を図
ることなどを目的として実施される「森と人を育てる
コンクール」の賞状伝達式が行われ、瓜谷地区の佐藤
誠さんがスギ部門で奨励賞を受賞しました。佐藤さん
は８年前に先代より森林を相続し、計画的に除間伐を
実施。「まさか受賞できるとは思っていなかった」
と、受賞の感想を述べられていました。

北海道渡島総合振興局

公共交通機関のPRを行いました

10～13
１月

22
12月

きこない認定こども園

絵本が寄贈されました

　きこない認定こども園へ絵本が寄贈されました。こ
れは第一生命労働組合函館営業職支部からの寄贈で、
チャリティーバザー開催による収益の一部を渡島・桧
山地域の施設に毎年数カ所ずつ寄贈を行っているもの
です。園児はみな笑顔で絵本を受け取っていました。

表彰状授与

令和５年表彰伝達式における受彰者

　令和５年1月14日（土）に木古内消防署において、令和５年表彰伝達式が行われました。
　式では、消防団活動および予消防活動に功績のあった消防団員、婦人消防隊員へ、鈴木町長と
渥美団長から表彰状が伝達されました。受彰者の皆様、おめでとうございます。

14
１月

◎北海道知事表彰
30年勤続　第二分団（札苅地区）　副分団長　中　村　史　人
10年勤続　第二分団（札苅地区）　団　　員　船　尾　森　太

◎北海道消防協会定例表彰
功 績 章　本　　団　　　　　　　副 団 長　手　塚　昌　宏
30年勤続　第二分団（札苅地区）　副分団長　中　村　史　人
30年勤続　第二分団（札苅地区）　部　　長　西　山　秀　明
20年勤続　第四分団（釜谷地区）　部　　長　新井田　良　夫
10年勤続　第一分団（木古内地区）班　　長　石　川　　　充

◎北海道消防協会渡島地方支部長表彰
20年勤続　第四分団（釜谷地区）　部　　長　新井田　良　夫

◎渡島西部広域事務組合管理者表彰
賞詞　　　本　　団　　　　　　　副 団 長　手　塚　昌　宏
賞誉　　　第一分団（木古内地区）団　　員　工　藤　雅　大
賞誉　　　第二分団（札苅地区）　団　　員　吉　川　衆　司
賞誉　　　第二分団（札苅地区）　団　　員　船　尾　森　太

◎木古内町長定例表彰
30年勤続　第二分団（札苅地区）　副分団長　中　村　史　人
30年勤続　第二分団（札苅地区）　部　　長　西　山　秀　明
20年勤続　第四分団（釜谷地区）　部　　長　新井田　良　夫
10年勤続　第一分団（木古内地区）班　　長　石　川　　　充

◎木古内町長優良団員表彰
優良団員　第一分団（木古内地区）団　　員　輪　島　　　寛
優良団員　第一分団（木古内地区）団　　員　村　上　寛　幸
優良団員　第三分団（泉沢地区）　班　　長　横　田　英　世

◎木古内町長優良隊員表彰
優良隊員　木古内隊　　　　　　　隊　　員　東　出　節　子
優良隊員　札苅隊　　　　　　　　隊　　員　西　山　昭　美
優良隊員　木古内隊　　　　　　　隊　　員　東　出　久　穂

※撮影時のみマスクを外しています。
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日
時
▼
２
月
14
日
（
火
）

〇
一
般
講
習

　

13
時
00
分
～
14
時
00
分

〇
初
回
講
習

　

14
時
45
分
～
16
時
45
分

▼
２
月
15
日
（
水
）

〇
優
良
講
習

　

13
時
00
分
～
13
時
30
分

〇
違
反
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

場
所
▼
木
古
内
町
中
央
公
民
館

　
　
　

大
会
議
室

※
講
習
を
受
け
る
際
は
、
事
前
に
警

察
署
で
更
新
手
続
き
（
目
の
検
査

等
）
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
▼

木
古
内
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

５
７
２
１

（
木
古
内
警
察
署
内
）

　

自
衛
官
等
募
集
説
明
会
を
左
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
24
日
（
金
）

　

13
時
00
分
～
17
時
00
分

場
所
▼

木
古
内
町
中
央
公
民
館
１
階
和
室

内
容
▼
就
職
の
部

一
般
職
（
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官

候
補
生
）
に
関
す
る
説
明
（
応
募
資

格
者
：
18
～
31
歳
男
女
）

進
学
の
部
▼
高
等
工
科
学
校
（
高
等

部
）
に
関
す
る
説
明

（
応
募
資
格
者
：
15
～
16
歳
男
子
）

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校

（
医
学
・
看
護
）
に
関
す
る
説
明

（
応
募
資
格
者
：
18
～
19
歳
男
女
）

お
問
い
合
わ
せ
▼

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部　

渡
島
西
部
担
当
広
報　

　

☎
０
１
３
９

－

４
２

－

３
７
７
４

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
の

水
が
凍
結
し
、
こ
れ
が
原
因
で
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
夜
は
も
ち
ろ
ん
、
家
を
留
守

に
す
る
時
に
も
忘
れ
ず
に
水
抜
栓
を

操
作
し
て
凍
結
・
破
裂
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
皆
様
に

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
申
告
・
面
接
相
談
で
き
る
よ
う
、

原
則
と
し
て
「
事
前
予
約
制
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
申
告
・
面
接
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
相

談
日
時
の
予 

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
▼
函
館
税
務
署

　

☎
０
１
３
８

－

３
１

－

３
１
７
１

　

ご
本
人
や
ご
家
族
等
を
対
象
に
、

う
つ
病
、
統
合
失
調
症
、
ひ
き
こ
も

り
、
依
存
症
、
高
次
脳
機
能
障
害
な

ど
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て
、
精
神
科

医
師
等
に
よ
る
相
談
を
月
１
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保

た
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
健
師
に
よ
る

相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

料
金
▼
無
料
（
予
約
制
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
日
程
等
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

場
所
▼
渡
島
保
健
所

函
館
市
美
原
４
丁
目
６

－

16

お
問
い
合
わ
せ
▼

渡
島
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援

係
　

☎
０
１
３
８

－

４
７

－

９
５
４
８

　

木
古
内
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
自
宅
療
養
し
て
い

る
方
や
、
濃
厚
接
触
者
と
な
り
自
宅

待
機
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
食
料

等
支
給
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
行
け
な
く
な
り
、
お
困

り
の
方
は
役
場
町
民
課
住
民
グ
ル
ー

プ
福
祉
年
金
担
当
ま
で
お
電
話
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
年
度
内
１
回
限

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
▼
町
民
課
住
民
グ

ル
ー
プ　

福
祉
年
金
担
当

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

ミ
ニ
講
話
や
参
加
者
同
士
の
交
流

等
で
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

遠
方
等
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
21
日
（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
00
分

場
所
▼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

お
問
い
合
わ
せ
▼

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

２
１
２
２

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま

１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
、

固
定
金
利
（
年
１
．
95
％
（
令
和
４

年
11
月
１
日
現
在
）
）
で
利
用
で
き
、

在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済

今
月
の
運
転
免
許

更
新
時
講
習

水
道
凍
結
に
ご
注
意
を
！

国
税
に
関
す
る
申
告
・
面
接
相
談
は
、

「
事
前
予
約
」
が
必
要
で
す

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

渡
島
保
健
所
精
神
保
健
相
談

（
心
の
健
康
相
談
）

「
認
知
症
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ
」

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

お
困
り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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広報きこない

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
下

記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
▼

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　

☎
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
登
録
）

令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
…

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自
動
車
税

種
別
割
住
所
変
更
手
続
」
か
ら
納
税

通
知
書
の
送
付
先
の
変
更
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�

北
海
道　

自
動
車
税　

住
所
変
更�

で
検
索

お
問
い
合
わ
せ
▼

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部 

　

☎
０
１
１

－
７
４
６

－

１
１
９
０

　

生
活
保
護
は
、
収
入
や
資
産
が
国

で
定
め
た
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

病
気
や
高
齢
で
働
け
な
く
な
る
な

ど
、
生
活
し
て
い
く
上
で
、
生
活
保

護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た

に
も
あ
る
も
の
で
す
。

　

持
ち
家
が
あ
る
方
で
も
、
働
い
て

い
る
方
で
も
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
困
り
の
場

合
は
た
め
ら
わ
ず
、
お
近
く
の
民
生

委
員
や
役
場
町
民
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
▼
町
民
課
住
民
グ

ル
ー
プ
（
福
祉
年
金
担
当
）

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

町
で
土
木
（
上
下
水
道
）
技
術
業

務
及
び
一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
日
▼
応
募
者
と
調
整
の
う
え
、

決
定

採
用
人
員
▼
１
名

試
験
内
容
▼
小
論
文
試
験
、
面
接
試

験　

※
試
験
日
は
応
募
者
と
調
整

職
務
内
容
▼
土
木
（
上
下
水
道
）
技

術
業
務
及
び
一
般
行
政
事
務

年
齢
要
件
▼
平
成
５
年
4
月
2
日
～

平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
１
９
９
３
年
４
月
２
日
～

２
０
０
５
年
４
月
１
日
）

応
募
資
格
▼
土
木
の
学
科
又
は
こ
れ

に
類
す
る
学
科
を
履
修
し
卒
業
し
た

者
若
し
く
は
卒
業
見
込
の
者
な
ど　

応
募
締
切
▼
随
時
募
集
（
採
用
充
足

次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
▼
総
務
課
総
務
財
政

グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

２
月
の
税
金
等
の
納
期

２
月
の
税
金
等
の
納
期

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
９
期

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）
第
８
期

国 保 病 院国 保 病 院
２月の予定２月の予定

診　療　日
○耳鼻科診療日
　８日・22日
　受付　12：00～
　診療　14：00～16：00
○眼科診療日
　14日・28日
　受付　８：30～
　　　　12：00～
　診療　９：00～16：00
○婦人科診療日
　14日・28日
　受付　12：00～
　診療　13：30～16：00
○泌尿器科診療日
　２日・９日・16日
　受付　12：00～
　診療　14：00～16：00
○小児科診療日
　７日・14日・21日・28日
　受付　12：00～
　診療　13：30～16：30
○土曜開院日
＜内科＞（出張医の診療）
　25日
　診療　９：00～11：40
○救急診療
　全日救急診療を行って
います。
○特定健診（予約制）
＜個人＞
　随時受け付けています。
○禁煙外来（予約制）
　現在受付を中止してお
ります。

問い合わせは国保病院
（☎２－２０７９）まで

有
料
広
告

ΈσȜίγȜθ!଩͈࿐

木古内町本町704　☎2－3335

認知症と診断された方が入居でき
ます。居室は約10畳の個室で、浴
室は個浴に対応しています。看護
師、介護福祉士等の職員が24時間
生活のお世話をいたします。

Οͼ΍ȜΫΑ!଩͈࿐

木古内町本町52-1  ☎2－2233

通っていただき入浴や、昼食、ゲ
ームやレクリエーション、カラオ
ケ、体操などで楽しい時間を過ご
していただきます。ご自宅まで送
迎します。

̯̩ͣ

木古内町木古内186-10　☎6－7072
職員募集中です。職種：看護職員、介護職員、ケアマネージャー

普段は通所で入浴や、食事、ゲー
ムやレクリエーションなどを楽し
んでいただき、ご家族の急用など
必要な時には宿泊や訪問介護も利
用できます。

઀ܰ࿅ఉܥෝ߿
ঔ୭ࢌ఺ٚݳ

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

生
活
保
護
の
申
請
は

国
民
の
権
利
で
す

木
古
内
町｢

土
木
技
術
職
員｣

の
募
集
に
つ
い
て



消
火
器
を
ご
み
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

木
古
内
町
定
住
促
進
家
賃

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
４
月
19
日
付
け
）

戸籍の窓口
（12月21日～１月20日提出）

まちの人口
（令和４年12月末現在）

人口　3, 728人（－４）

　男　　1, 736人（±０）

　女　　1, 992人（－４）

世帯　2, 060世帯（－７）

　

今
年
も
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
が
無
事
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
序
盤
は
季
節
外
れ
の

高
温
で
雨
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
終
日
は
こ
の
時
期
ら
し
く
、
時

折
激
し
く
雪
が
降
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
な
か
で
も
、
行
修
者
は
変

わ
ら
ず
堂
々
と
し
た
佇
ま
い
で
観
客
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ
見
て
も
、

気
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
物

価
高
な
ど
普
段
の
生
活
が
不
安
に
な
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
豊
漁
、
豊

作
に
な
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
）

№ 877 22023

1 水
2 木
3 金 ラッコくらぶ 10：00～11：30

4 土
5 日 無名塾ジュニア④ 中 央 公 民 館 10：00～13：00

6 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

7 火
8 水 すくすく相談 10：00～10：30

9 木

10 金
図書の宅配
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

11 土 建国記念の日

12 日
中央公民館図書室　日曜開館日 中 央 公 民 館   8：30～17：00

マイナンバーカード休日臨時受付 産 業 会 館   9：00～15：00

13 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

14 火
15 水 生活習慣をみなおす会 健康管理センター 10：00～12：00

16 木
確定申告（2月16日～3月15日）
マイナンバーカード出張申請受付 釜 谷 ゆ う な ぎ 館   8：30～12：00

17 金
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

マイナンバーカード出張申請受付 泉沢生活改善センター   8：30～12：00

18 土
19 日

20 月
運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

マイナンバーカード出張申請受付 札 苅 み ら い 館   8：30～12：00

21 火
認知症カフェ 13：30～15：00

定例行政相談 産 業 会 館 13：00～15：00

22 水
キッズトライスポーツ ファミリースポーツセンター 15：30～16：30

健康マージャン教室 健康管理センター 13：30～15：00

23 木 天皇誕生日

24 金
図書の宅配
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

25 土
26 日 中央公民館図書室　日曜開館日 中 央 公 民 館   8：30～17：00

27 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

28 火
３月行事予定表

1 水
2 木

3 金
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

令和５年第１回町議会定例会（～3月10日）
4 土 無名塾⑦   9：30～13：00

5 日

畠山　元子（98歳）本　町
佐藤　千枝（83歳）幸　連
結城　　忍（57歳）木古内
緑川　昭邦（84歳）亀　川
小島ヨシヱ（91歳）木古内
佐藤　ミヨ（93歳）瓜　谷
小池　俊一（67歳）木古内
田邉　昭敏（81歳）木古内
緑川二三男（79歳）泉　沢
野尻　昭夫（75歳）前　浜
佐藤冨佐代（89歳）本　町
山田　末子（93歳）釜　谷
木元アサ子（92歳）本　町
承諾のあった方のみ
掲載しています。

発行／木古内町　編集／まちづくり未来課まちづくりグループ
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三國日

ひ

菜
な

乃
の

　　　木古内翔渡
麻子

岸　　美
み

波
なみ

　　　鶴　岡大智
莉菜


